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英語を学ぶ日本語母語話者にとって，Catやcapの発音は難しくないのに，matやmapの発音
は難しいと一般的にいわれている。本論の目的は，このことの原因を日本語拗音のキヤとミヤ
の日本語の中におけるそれぞれの生起環境における多様性の違いで説明し，この説明を基にし
たmatやmapの発音練習のための指針を理論的に提示し，その効果を予測することにある。さ
らに，本論では，より一般的に，英語の単一子音に導かれる／記／の発音について，日本語拗音
との対応性の有無を中心にして類別化を行い，それぞれの類に含まれる語の発音練習のあり方
もあわせて提示する。
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1．はじめに
中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部
会外国語専門部会が2006年3月27日付けで提出し
た報告書「小学校における英語教育について（外
国語専門部会における審議の状況）」に基づいて，
我が国の公立小学校でも英語の学習が開始される
と予期されている。この報告書によると，3年生
および4年生の中学年では総合的な学習の時間の
うち年間20単位時間程度を英語活動に当て，5年
生および6年生の高学年では「英語」という領域
を新設して，年間35単位時間（週1時間）をこれ
に当てて行われる。
わが国の公立小学校における英語教育の目標に
ついては，国際理解教育を目指すのか，英語その
ものの学習を目指すのか意見が分かれており，現
状において決着していない。しかしながら，いず
れにせよ，児童がその教育活動において直接的に
触れるのは英語そのものであることには間違いが
ない。
小学校の英語教育においては，担任がその中心
的役割を担うことが期待されており，児童が触れ
る英語をもっぱら提供する役割を担う。したがっ
て，担任は正しい英語の発音を身につける必要が
ある。
一般的に，小学校から英語学習を始めれば英語
の発音がよくなるとする期待があるが，これについ
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ては，これまでの研究開発学校の研究結果から否
定的な結論が既に出ている（松川2003a，2003b）1）。
それにも関わらず，担任はあくまで正しい英語の
発音を提供する必要がある。教師が日本語式の大
幅に間違った英語発音を行えば，外国語としての
英語の名を損なうことになり，同時に，児童にとっ
ての初めての英語との接触において，間違いを教
えてしまうことになり，後におけるその「削ぎ落
とし（unlearning）」に苦労することになる（大津
2004：57）2）。
以上のように，小学校の教師が英語の正しい発
音を身につけることが大切ではあるが，彼らが多
くの時間を費やして体系的に英語の発音を学習す
ることは現実的に不可能であるので，可能な限り
日本語音を利用した近似的な英語の発音を目標と
するのが現実的であると思われる。
この観点も含め，より一般的に，日本語を母語
とする英語学習者全般も視野に入れ，本論では，
英語の母音音素の1つであり，日本語には音素と
して存在しない／記／の発音の学習について，そ
の指導上において考慮すべきことと，それに基づ
いた指導指針について理論的に考察する。
なお，英語には多くの変種があり，発音もそれ
ぞれ異なった特徴を持っているが，小学校教師に
とっての英語学習を簡単にするために，アメリカ
英語を目標とすることにし，本論もアメリカ英語
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の発音を基準とする。
2．／虎／の音
日本語の母音音素は／i／，／e／，／a／，／0／，／u／（音
声的には／u／は非円唇音の／u／）の5つであるの
に対し，英語には少なくとも単母音が11，二重母
音が5つある3）。佃／は単母音の1つである。日
本語話者にとって，／記／の音は，英語の他の音素
である／α／と／A／との区別においても大切である。
このことは，聞く場合と話す場合の両方において
当てはまる。日本語話者にとって，これら3つの
音の区別が理解と表出の両方において難しく，や
やもすると，同じ音として聞いたり，区別できな
いままで表出したりする。
以下はそれぞれの音の音声学的な説明である
（竹林1982）4）。
／記／（cat）
前舌音で，高さは在／と／a／の中間より低く，
唇は丸くならない。短母音ではあるが，実際に
は長釧こ発音され，特に有声子音の前では長母
音と同じくらいの長さで発音される。この音は
咽頭が緊張するので，喉を締めつけるようにし
て発音する。
／α／（cot）
後舌昔だがやや前寄りで，高さはもっとも低く，
唇は丸くならない。日本語の／a／の音を基準に
すると，舌の位置がやや後ろ寄りで，口の開き
もより大きい。
／A／（cut）
後舌音だが中舌音に近づき，高さは半開で，唇
は丸くならない。日本語の／a／よりも高めで後
ろ寄りである。／人／と／q／を対比すれば，後者
の方が口の開きがかなり大きい。
3．英語を学ぶ日本語話者の／記／の発音
英語を学ぶ日本語母語話者にとって，Cap
Uka∋p／）とcat（／kaet／）の発音は難しくないとい
われている。たとえば，松澤（2004：68）5）は「ど
ういうわけか日本人には，Cat（［kaet］）（キャット）
の発音だけは上手な人が多いと思います」と述べ
ている。
これに対し，英語を学ぶ日本語話者にとって，
mat（／m記t／）やmap（／maep／）の発音は難しい。
これらは，それぞれ日本語化した語の発音の影響
を受け，rマット（［matto］）」と「マップ（［mappuJ］）」
と発音されやすい。
日本語話者が英語の単一子音に導かれる／記／の
音を含んだ英単語を発音する場合，子音の種類に
よっていくつかの発音傾向が現れるが，改めてこ
れを一覧的に類別化すると，表1のようになる。
表1　日本語話者による／記ノの発音類別
I類：発音が難しくないもの
／k／：Cat；Cap　　　　　／g／：gap；gamble
／げ／：Chat；Champion　　／d5／：jacket；jam
／J／：Shaft；Shadow
Ⅱ類：日本語化した発音になるもの
／p／：paCk；pat　　　　／b／：bat；bank
／m／：mat；map　　　　／n／：nap；napkin
／t／：tag；taP　　　　　／d／：dad；dance
／S／：SaCk；Salad　　　　／Z／：Zag；Zambia
／1／＝1ack；lamp　　　　／h／：hand；happening
Ⅲ類：子音共々日本語化した発音になるもの
／J／：raCk；rabbit　　　　／f／：fan；factor
／V／：Van；Value　　　　／0／：thank；thank－yOu
／6／：that；than
表1のI類の語は，英語の発音に近い音のまま
で日本語化されているのに対し，Ⅱ類の語は元の
音からかなりずれた音として日本語化されてい
る。Ⅲ類は基本的にⅡ類と同じである。日本語話
者にとってI類の語が発音しやすくて，Ⅱ類（お
よびⅢ類）の語の発音が難しいのは，それぞれの
語がどのような音として日本語化されているかに
よる違いを反映している。
もう一歩踏み込んで，I類とⅡ類において，そ
もそもなぜこのような異なった日本語化が行われ
るかを考察してみると，興味深い事実が浮かび上
がり，それを基にして／記／の発音指導のあり方
を理論的に検討することができる。以下で，まず
この事実を明らかにする。
4．日本語の中の［ぉ］の音
日本語に音素としての／記／は存在しないが，実
際には／a／の異音としては存在している。これは
拗音のうち「ヤ」を含むもの（キャ，シャ，チヤ，
ニヤ，ヒヤ，ミヤ，リヤ，ギャ，ジャ，ビャ，ピャ）
の中に現れる。たとえば，キャは音素的には／垣a／
と表記されるが，実際は［毎朝と発音される。同
様に，／両a／の実際の発音は［両記】である。この
現象は拗音を形成する／j／の後で／a／が前寄りに
なることによって引き起こされる（牧野2005：
29）6）。
ところで，［垣記］と／k記／は表記上の区別ほど実
際の発音は異なっていない。前者の／j／の役割は，
その前の／k／と後続の母音／a／を連続的に取り持
つことにあり，結果として／k／の調音点が前寄り
となり，／a／が前寄りになって／記／に変わるので
ある。／a／と／ja／は明らかに異なるがJk記／と［垣記］
はそれほどの違いはなく，後者の渡りを素早く行
えば，ほとんど変わらなくなる。むしろ，前者に
おいて，／k／から／記／への移行が必然的に／j／を
伴うといってもよい。
ところで，日本語の「ヤ」を含むすべての拗音
が等しく／j／を伴うわけではない。『音響撃大辞典』
（1976：797）によると，以下の拗音は／j／を伴っ
ていない7）。
シャ：［Ja］　　　　チャ：灯a］
ニヤ：［♪a］　　　　ジャ：［鵡a】
なお，上村（1989）では，上の4つに加えて，次
の拗音も同じタイプに分類している8）。
ヒヤ：［Ga】
このタイプの各拗音においては，中に含まれる
／i／の音に引かれて，それぞれの語頭の子音がそ
の行の一般形から下記のように変化している。
シ：／S／→［月（サ行）
（歯茎摩擦音→後部歯茎摩擦音）
チ：／t／→［げ］（タ行）
（歯茎破裂音→後部歯茎破擦音）
ニ：／n／→h］（ナ行）
（歯茎鼻音→硬口蓋鼻音）
ジ：／Z／→［朝（ザ行）
（歯茎摩擦音→後部歯茎破擦音）
ヒ：／h／→k］（ハ行）
（声門摩擦音→硬口蓋摩擦音）
各音に含まれる／i／音に引かれた子音のこのよ
うな変化は，いずれも口蓋方向への調音点の移動
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であり，口蓋化と呼ばれる。口蓋化は後続の母音
／a／の前寄り化を促す。したがって，これらの／j／
を伴わない拗音においても，その母音は【記】の性
質を帯びることになる。なお，これらの口蓋化を
伴う拗音の中には，英語の発音において妨害的に
作用する可能性を持っものがある。たとえば，
／ha∋／の代わりに［Ga］（あるいは［§記］）をあてが
う場合である。
もっとも，「ヤ」を含む拗音を渡り音／j／の有無
で区別することに異論がないわけではない。服部
（1979：132－3）はこの渡り音の有無ではなくて，
長さの違いとしてこれらの音を類別化すべきであ
るとする9）。これによると，ビヤ，ピャ，ミヤに
おいては，渡り昔／j／はヤのそれよりやや短く，
ギャとキヤにおいては非常に短く，ジャとシャに
おいてはほとんど聞こえないが，それをゼロと見
るのは独断的であると説明される。
渡り昔／j／の長さによるこの階層的類別化を図
示すると図1のようになる。
（≡…日：：主に）
図1／」／の長さによる拗音の階層的類別化
この階層の各層の代表としてミヤとキヤとシャ
を取り上げ，それぞれ英語音の／m記／と／k記／と
／J記／と比較して説明すると，以下のようになる。
ミヤ（［叫記］）と／m記／：日本語音においては
英語音に比べて渡り音が顕著ではある
が，マ（［ma］）よりは英語音に近い。
キヤ（晦記J）と／k記／：日本語音における渡り
音は非常に短いので，英語音にかなり近
い。
シャ（Uh］）とノJ記／：日本語音における母音は
渡り音がゼロではないことと，直前の子
音の口蓋化によって／記／の特性を多少
帯びるので，英語音に近い。
日本語の「ヤ」を含む拗音と，表1に示した語
頭の単一子音に導かれた／記／の日本語話者によ
る発音の類別化を対応させて，それぞれの音に対
する近似的な日本語拗音の有無とその適用可能性
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を見ると，表2の結果となる。なお，この分析に
おいては，Ⅱ類が2つの種類（Ⅱ－1とⅢ－2）に
区別される。
表2／ぉ／の発音類別と日本語拗音との関係
類 語頭子音 近似拗音 適用性
I ／k／，／g／JJ／，／げ／，佃 ／ 有 有
Ⅱ－1／p／Jb／，／m／，／1／ 有 無
Ⅱ－2 ／t／，／d／Jn／，／S／，／Z／，／h／ 無 叙
IⅡ ／J／，／f／，／v／，／0／Jd／ 鎚 4証
I類においては，それぞれの音に近似した日本
語拗音が存在し，それが英語の発音に適用され
る。Ⅱ－1類はそれぞれの音に近似する拗音が存
在するが，それが英語の発音に適用されることが
ない。Ⅱ－2類およびⅢ類は，近似拗音もなく，
したがって適用性もない。ただし，Ⅱ一2類の昔
については，既に述べたように，妨害的に作用す
る可能性のある日本語拗音を持っものもある。
5．問題の所在と音的分布の多様性の程度
表2が示すとおり，日本語話者が英語の語頭の
単一子音に導かれる／紀／を発音する場合に，対
応する近似的な日本語拗音が存在しないⅡ－2類
およびⅢ類において発音が難しいのは当然であ
る。問題はI類とⅡ－1類の違いにある。I類と
Ⅱ－1類においては近似的な日本語拗音が存在す
るが，英語の発音においてI類においてのみそれ
が適用され，Ⅱ一1類においては適用されない。
問題を具体化するために，I類の例として
／k記／を，Ⅲ－1類の例として／m記／を取り上げて
説明する。英語音の／k記／と／ma∋月こそれぞれ対
応する日本語の近似音として拗音の晦記】と
［両記］が存在するが，既に述べたように，日本語
話者にとって，英語の／kZe／を含むcatとcapの
発音は難しくないが，／m把／の音を含むmatや
mapの発音は難しいという一般的事実がある。つ
まり，日本語話者はcatとcapの発音においては，
近似音の［垣記］を利用することができるが，mat
やmapの発音においては，近似音の［叫記］を利
用することが難しいということである。
既に指摘したように，このことは，Catとcap
はそれぞれ［垣記ttOlと［垣記pptdとして日本語化
されているのに対し，matとmapは，それぞれ
lmatto］と［mapp旺I】として日本語化されているこ
との反映でもある。
問題は，なぜこのようなバランスを欠いた現象
が生じるかということである。このことを考察す
るために，以下で，日本語の恥薩］と［両記］の各
拗音が日本語の中でどのように使われているかを
分析する。分析視点は，それぞれの拗音の後にど
のような音節が続くかという分布分析である。こ
の分析を行うことによって，日本語を母語として
話す英語学習者によるⅢ－1類の発音学習の原理
とその指導指針を考察することができ，ひいては
それがⅡ－2類およびⅢ類の発音指導にもつなが
るものと期待できる。
この分析に先立ち，日本語においてある音節の
後に生じうる音節の種類を確認するために，後続
音節を直音，撥音，拗音に分け，それぞれに含ま
れるその種類を数えると，次のようになる（付録
1を参照のこと）。
直音：68種類
清音：ア，カ，サ，タ，ナ等44種類
濁音：ガ，ザ，ダ，バ，ビ等19種類
半濁音：パ，ピ，プ，ペ，ポの5種類
撥音：ンの1種類
拗音：34種類
清音：ヒヤ，キヤ，シャ，チヤ等21種類
濁音：ギヤ，ジャ，ビャ等10種類
半濁音：ピャ，ピュ，ピョの3種類
さらに，1音節ではなく2音節を構成すること
になるが，後続者として促音「ッ」に導かれる異
なった音節の種類を数えると，次のようになる（付
録1を参照のこと）。
促音に続く直音：61種類
清音：ツカ，ツサ，ツタ等38種類
濁音：ツガ，ツザ，ツバ等18種類
半濁音：ツパ，ツピ，ツプ等5種類
促音に続く拗音：34種類
清音：ツキヤ，ツシャ，ツチヤ等21種類
濁音：ツギャ，ツジャ，ツビャ等10種類
半濁音：ツピャ，ツピュ，ツピョの3種類
以上のことから，日本語において，ある音節に
後続しうる異なった音節の数は103であり，促音
に続く異なった音節の数は95となる。
日本語において，後続音に関するこのすべての
可能性が実現されるわけではなく，使われない
ギャップが存在する。例えば，hi］と［me］とbu］
と［Gi］を取り上げると，lra］の後では［Jli］と［me］
とbuu】は実現されるが（例：ラニーニヤ；ラメ；
らゆ），kilは実現されない。これに対し，【roJの
後では，【me］と［Gi］は実現され（例：露命：路費），
hi］とbu】は実現されない。
同様の分布上の違いが拗音においても観察でき
る。たとえば，【垣記］においては［ku］は実現され
（例：客），［ta］も実現されるが（例：脚立），【neJ
は使われない。これに対し，［両記］では［ku］は使
われるが（例：脈），［ta］は実現されず，［ne】も
実現されず，いずれもギャップとなっている。
このように，拗音も含めた個々の音に関し，後
続しうる昔の分布上の特性があると考えられる。
このことを具体的に詳しく調べるた釧こ，『日本
国語大辞典』（第二版）で［垣記］と［両紀】で始ま
る見出し語を拾い，それぞれ後に続く音（音節と
促音に続く異なった音節）の種類を対比的に確認
すると，以下のように，大きな分布上の違いが確
認できる（詳しくは付録1および2を参照のこと）。
［垣記］において実現される後続昔の種類数
直音：68種類中27種類
撥音：1種類中1種類
拗音：34種類中2種類
促音に続く直音：61種類中10種類
促音に続く拗音：34種類中3種類
［両記］において実現される後続音の種類数
直音：68種類中4種類
撥音：1種類中1種類
拗音：34種類中1種類
促音に続く直音：61種類中0種類
促音に続く拗音：34種類中0種類
以上の分析に基づいて，［垣記］と［両把］につい
て後続晋実現率を見ると，前者が22％（43÷198）
であるのに対し，後者は3％（6÷198）に留まる。
この2つの拗音における後続音実現率の違い，つ
まり，適用範囲の違いは大きいものがある。この
違いは，それぞれの拗音がいかに多様な後続音を
実現させるかという違いであり，逆に言えば，い
かに多様な音的環境の中でそれぞれの拗音が使わ
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れるかという違いである。その多様性において
［垣記］が［両記］をはるかに凌ぐ。
さらに，［両記］における後続音の6種類のうち，
3つは固有名詞（ミヤオ族，ミヤスコフスキー，
ミャンマー）であり，1つは擬声語（みやあ）で
ある。これらの語は日常的に頻用されるとは言い
難い。日常的な用法としては，この拗音は基本的
に［興趣ku］（脈）という語においてのみ使われ
ると言って差し支えなく，もう1つの種類である
［叫鹿kka］（脈管）はこの基本形の変異形である。
［叫記klH］（脈）は「脈」で始まる一連の語（脈圧，
脈拍，脈動など）の中で使われるが，すべて同じ
音的環境の中で生じている。つまり，日本語話者
は［叫記］という拗音を［叫記kl∬］という音的環境
においてもっぱら体験していることになる。これ
に対して，日本語話者は【垣記】をはるかに多様な
音的環境の中で体験している。なお，I類とⅡ－1
類に含まれる他の拗音においても，それぞれ同様
の分布傾向が確認できる10）。
6．問題の原因
言語習得における最近の用法依存モデルによる
と，言語項目の学習における経験頻度の役割が強
調される。このモデルでは，頻度を2つの種類に
識別し，それぞれ表3のように定義し，その役割
をそれぞれ規定する（Tbmasello2003）11）。
表3　頻度の区別（項目の生起頻度）
トークン頻度：特定の言語項目の同一事例
を何回体験するか　　＞その項目の固定
化（entrenchment）．に貢献する。
タイプ頻度：特定の言語項目の異なった事
例を何回体験するか－→その項目の一
般化（abstractioll）に貢献する。
この2つの頻度の役割を，英語を母語として習
得する子どもによる動詞の過去形を例にとって説
明する（恥masello2003：232－233）12）。これらの子
どもが最初にもっとも頻繁に耳にすることになる
動詞の過去形30のうち，22が不規則過去形であり，
したがって，子どもはこれらをそれぞれ非常に高
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いトークン頻度で経験することになり，結果的に，
それぞれの不規則形を身につける。子どもがその
次にもっとも頻繁に聞くことになる動詞過去形30
のうち，22は規則形であり，したがって，子ども
は規則過去形をきわめて高いタイプ頻度で経験す
ることになり，その結果として，－edを一般的な
形として覚えることになる。
このようにトークン頻度とタイプ頻度は，項目
そのものに関わり，それぞれの体験頻度が学習効
果に及ぼす質的違いを説明するものである。しか
しながら，同じ頻度的な区別を特定項目の適用範
囲を決定づけるものとして捉え直すことができる
と思われる。たとえば，日本語にはいわゆる50音
図から逸脱するプア行とでも呼ぶべき音列があ
る。それぞれの音は，ファイト，フィギュア，フェ
ミニスト，フォアグラなどのように，その生起環
境が外来語においてのみに限定され，固定化され
ている。フアを例に取って言い換えれば，外来語
においてのみ現れるこの音は，適用範囲がその意
味において限定されており，固定化されている。
これに対し，ハは外来語，和語，漢語のすべての
適用範囲に現れるので，適用範囲が一般化されて
いるということができる。
このように，トークン頻度とタイプ頻度を特定
項目の適用範囲の固定化と一般化に貢献するもの
とし，改めて定義すると，表4のようになる。
表4　頻度の区別（適用範囲決定頻度）
トークン頻度：特定の言語項目を同一の生起環
境において何回体験するか－→その項目の
適用範囲の固定化に貢献する。
タイプ頻度：特定の言語項目を異なった生起環
境において何回体験するか→←その日の適
用範囲の一般化に貢献する。
このように再定義された頻度を適用範囲決定頻
度と呼ぶことにする。
既に確認した日本語拗音の晦把］と［叫記］の後
続音実現率をそれぞれ適用範囲決定頻度から見る
と，前者においてはタイプ頻度が高く，後者にお
いてはトークン頻度が高い。したがって，前者に
おいては適用範囲が一般化され，後者においては
固定化されると考えることができる。
項目の適用範囲が一般化されると，新しいさま
ざまな環境においてもその生起が容易になると思
われる。この理由によって，日本語話者は英語の
発音において，さまざまな環境に生じる英語の
／k記／の発音に比較的容易に日本語近似音である
［垣記］をあてがうことができると考えられる13）。
これに対し，項目の適用範囲が固定化されると，
それを新しい環境において当てはめることが困難
となる。したがって，日本語話者は英語の発音に
おいて，さまざまな環境に生じる／m記／の発音に
日本語近似音の［両記］を適用することが難しくな
ると思われる。
以上のことから，英語の近似音として日本語に
存在する拗音の【垣記］と【両把］において，前者は
英語に適用されやすく，後者は適用されにくいと
いうアンバランスの原因は，それぞれの拗音の日
本語内における適用範囲決定頻度の質的な違い，
つまり，前者においてはタイプ頻度が高く，後者
においてはトークン頻度が高いことによると考え
ることができる。
7．学習の原理と指導の指針
一方で学習者の母語の中に目標言語音の近似音
が存在しながら，他方でその近似音の目標言語へ
の適用が困難であるという問題的実態があり，そ
の原因が当該者の母語の中での適用範囲決定頻度
におけるタイプ頻度の低さとトークン頻度の高さ
によるものであるなら，理論的にみて，その間題
の解決は，当該音のタイプ頻度を上げることで可
能になると予測される。
この理論的予測に基づくと，英語の／m記／の発
音の学習において，とりあえずの接近として日本
語拗音の［両記］をその近似音として当てはめるの
がよいと思われるが，それを可能にするためには，
この拗音の固定的な生起環境を出発点として利用
しながら，その適用範囲を一般化すべく，タイプ
頻度を高めるための学習を行うことが効果的であ
ると考えられる。
このような学習を促す指導指針として，表5に
示す項目を挙げることができる。
表5　タイプ頻度を高める際の指針
（a）当該音の適用範囲の固定性を軟化させる。
（b）そのために当該音のタイプ頻度を高める。
（C）タイプ頻度を高める際には，英語の単語を利
用して行う。
（d）タイプ頻度の増強においては，調音的配慮を
行う。
（e）語末の開音節化傾向を避け，閉音節化する。
（f）そのために語中の強勢を強調する。
これらの指導指針に沿い，［両記］の適用範囲の
固定性を打破し，その範囲を拡張化するための練
習展開例を4つの系列に分けて，図2に提示する。
（1）破裂音系列
軸jaekul］→［rrd金k］（Mac）
［m桓t］（mat）
［nl桓p］（map）
（2）鼻音系列
［mja∋mma：］一一→［両虎m］（mam）
［両極n］（man）
［両軸gOU］（mango）
（3）摩擦音一破擦音系列
lmjaesulko◎tnstnki：］－→［mjEbs］（mass）
［両由J】（mash）
［面会げ］（match）
（4）破裂音系列（無声・有声）
lmjaektu］－→［mj金k］（Mac）－→［mj虔唱］（mag）
▼
ln碑t］（mat）→［叫匝d］（mad）
図2［両鹿］の練習展開例
日本語拗音の［叫彿］の適用範囲の拡張は，日本
語ではできないので，図2に示すとおり，英語の
単語を利用することになる。その拡張のための練
習においては，対象となるいくつかの単語を連続
的に発音することになるが，この連続において，
／記／に後続する子音の調音点の無理のない一連の
移動を維持すべきである。これは，新しい適用範
囲の開拓における調音点の移動を順次的に連ねる
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ことによって，それぞれの調音点を確保する発音
器官の調整を経験しやすくするためである。同時
に，これらの子音の調音方法においても，類別化
を行い，類ごとにまとめるのがよいと思われる。
図2の4つの系列のそれぞれを構成する単語の
並びにおいて，／記／に後続する子音の調音方法が
同類系列をなし，調音点の移動が一方向的である
のは，これらのことを守るためである。つまり言1）
においては，調音方法は共通して破裂音であり，
調音点が一貫して後ろから前へと移動している
（軟口蓋→歯茎→唇）。（2）においては，調音方法
はいずれも鼻音であり，調音点が逆に前から後ろ
へと移動する（唇→歯茎→軟口蓋）。同様に，（3）
においては，調音点が歯茎上でわずかずつ上の位
置に移動し，調音方法はそれに対応して摩擦音か
ら破擦音へと変化している。（4）はおもに同一調
音点における無声音から有声音への展開であり，
調音方法としては，いずれも破裂音である。
また，日本語の基本的音節構造である開音節の
影響を避け，子音のみで終わる英語の閉音節の発
音を確保するために，／記／に置かれる強勢を誇張
ぎみに強調するのがよいと思われる。／紀／の強調
は，相対的に他の部分の弱化を伴い，閉音節化を
促す。図2の強勢記号はそのことを表している。
図2に示す練習の要点は，日本語において固定
化されているこの拗音の適用範囲を，その固定的
生起環境を出発点とし，英語を利用して拡大化す
ることであり，それを実現するために，適用範囲
決定頻度としてのタイプ頻度を高めることである。
（1）から（4）の展開練習によって，タイプ頻
度を3から11に上げることができる。この程度の
タイプ頻度でどこまで適用頻度が一般化されるか
については，あくまで経験的に検証すべきことで
はあるが，図2に示す4種類の練習によって，少
なくとも生起環境ないしは適用環境の固定性を崩
すことができるものと理論的に期待される。
表2のⅡ－1類に含まれる他の音についても，
［両記］と同様の練習展開を行うことができ，それ
ぞれの音の適用範囲を拡大することができる。
Ⅱ－1類に含まれる各語について，このような
適用範囲を拡大するためのタイプ頻度を高めた練
習を行い，それぞれの音の適用範囲の固定性を解
き，その一般化を徐々に促していけば，英語母音
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音素としての／記ノそのものの調音的かつ音響的
な把握が可能となるものと期待できる。
Ⅲ一1類における日本語拗音を利用したこのよ
うな練習によって／記／の音がひとたび確立すれ
ば，Ⅱ－2類に含まれる個々の音の発音において
は，語頭のそれぞれの子音の徹底化を図ることが
重要となる。つまり，これらの子音に関しては，
それぞれ口蓋化を伴った日本語子音との関係が重
要で，口蓋化を伴った子音が英語において／記／
の前で使われるもの　ひげ／，／J／，佃／）（I類）につ
いては，これらの音との対比を維持することが大
切であり（例：‘tap’vs．‘chap’；‘sack’vs．‘shack’；
Ldam’vs．‘jam’），口蓋化を伴った子音が英語で
／記／の前で使われないもの〃♪／，在／）については，
これらを間違って用いないように注意する必要が
ある。
このような口蓋化を伴った子音との関係が存在
せず，そもそも子音そのものが日本語に存在しな
いⅢ類においては，日本語に存在しないそれぞれ
の子音の徹底を図ることに専念すればよいと思わ
れる。しかしながら，もちろんのこと，それまで
にⅡ一1類と正一2類の各音について練習を行うこ
とによって，／記／の音の音素としての確立を図っ
ておくことが必要である。
8．緒　論
表2の各類ごとに議論をまとめる。
I類：各日本語拗音を近似音として利用できる。
Ⅱ11類：各日本語拗音の適用範囲決定タイプ頻
度を上げる練習によって各音を近似音として利
用できるようになると思われる。
Ⅱ－2類：関連日本語拗音との区別が重要である。
Ⅲ類：日本語にない子音の徹底が必要である。
なお，Ⅱ－2類およびⅢ類においては，I類お
よびⅡ－1類による／紀／の習熟が前捏となる。
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付録1拗音［晦拇］における後続音の実現性（網掛け部分が実現されているところ）
l 直音 と撥音 拗　 音
ア行 ；藩 蛍 －1 －tU －e －0 　　　／ 　　　／
力行 kーi －ke －ko 一対uu 垣ー0
サ行 －Sa 一Ji 薄 亙 Sーe －SO Juは －Jo
タ行 ■木 骨 廿i 苓 壷 －te －tO －げa 一廿－Ⅶ －げ0
ナ行 予頻樟㍍ －nul nーe 葵＊績緑 －♪a －♪u 一刀0
ハ行 ！．；※拗症 －Gi ※郎恒 －he －ho ‾Ga 一Gul ‾§0
マ行 －ma 1苓＊錬※肯 mーuI 寮帝諌焦幾 圭的軒巌 一mja 朝 桓 －mjo
ヤ行ja 　　　／ ju 　　　／ 」0 　　　／ 　　　／ 　／　／ラ行 守 軽 骨 －1：lu tーe 蔓重鎮機 －rja TーjlH －【jo
没却生霊 8．j；】
ワ行
ン
ガ 行 －ga 一gi ‾glU －ge －gO －gja 一gjtu
－gjo　 ‾「
ザ 行
ガ
－d3i　　　 －dzul －dze －d20 －d3a －d3u －d30
ダ行 dーa 　　　／ 木耳寮 －do 　　　／ 1句仙 　　　／バ行 揚 幕立 圭扉接 －bo 一旬a 一旬Ⅶ 萌0
パ行 紳鮮㍊盗 －pe －pO 一da 一由uu －pjo
直音
清　音：きやあ，佐吉可羅囁哺（きゃかばらあ），客，キャスター，脚立，彼奴等，キヤナルーゾーン，キャニスター，キヤノン，脚絆，
脚布（きゃふ），キャミソール，キャメラ，花文字（きやもじ），キャラコ，キャリア，キャロル
濁　音：キヤザ一，キャディー，キャデラック，キャバレー，キャビア，キャブレター，キャベツ
半濁音：キャパシティー，キャピタル，キャプテン
撥音：キャンプ
拗音：きやきゃ，花車（きゃしゃ）
促 音 に続 く直 音 促 音 に続 く拗 音
力行 ヰ ヰ kーkj血 －kkjo
サ行 絡 錦 打 撲 －JJi SーSIH －SSe －SSO JJo
タ行 －tta 禄 率 崩れ 蛍 －tte 樟軸木寮 －げげa －すげu ・甘げ0
ナ行 －nna 通ー －nnui nーne －nnO －♪♪a ‾抑 ul －Jl♪0
ハ行 hーha －GGi ◎ー◎且I －hhe hーho GーGa ‾GGuは －GGO
マ行 一mma －mmi 4mmtu －mme －mmO 一mmJa －mI叫U　　　 一mmjo
ヤ行ja 　　　／ juJ 　　　／ 通0 　／　／ 　　　／ラ行 rーCa 一Ct －rCu －CTe 一TCO 一雨 a 一雨血 一雨 0
ガ行 －gga 一gg ‾ggUJ 一gge 一ggO －ggja －ggjtⅡ gーgjo
ザ行 dーzdza dー5d5i －dzdzuユ －dzdze dーzdzo dー3d3a －d5dStH　 「 d3dso
ダ行 －da 　　　／ 　／　／ －de －do 　　　／ －dju 　／　／バ bb －bbi　　　 －bbuI bb bb －bbja bblu －b旬0
パ行 －ppa －ppi 禍 料 躯 揆 －ppe －ppO 一ppja －ppjul pーpjo
促音に続く直音：却下，客気，却句，脚脛，脚光，キャッサバ，キャッチ，キャッツーアイ，キャット，キャップ
促音に続く拗音：きゃっきゃっ，キャッシャー，キャッシュ
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付録2　拗音［両記］における後続音の実現性（網掛け部分が実現されているところ）
直音と撥音 拗　 音
ア行 －1 －ul －e 　　　／ 　　　／ 　　　／力 行 －ka －ki ▼ －ke －ko 一句 a 一垣 uJ 一垣 0サ 行 －Sa 一Ji 来 蛸 轟 音 －Se －SO J a －Ju汀 －Jo
タ 行 －ta －げi －tSuJ －te tーO 廿 a ゼ u －げ0
ナ 行 ・na －Jli tnlu 一ne －nO －♪a ♪ーu －♪0
ハ 行 hーa Cーi ◎ーtu －he －ho Gーa －（；tu －GO
マ 行 －m a －m i －m uJ －m e －m O 一m ja 一面 ul －m jo
ヤ行ja 　　　／ ju ／　　／ 」0 　　　／ 　　　／ ／　　／ラ 行 －ra －Ci 一rIu －Te －tO 【ーja CーjuI tCjo
ワ行－Wa 　　　　／ 一ノー一／ノ　　　／ 　　　　／ 　　　／ 　　　／ ／　　
L　 ザ行 l－dza
ガ 一ga －gi 一gtH 一ge －gO －gja 一gjuJ 一gjo
－d3i －dzuu －dze －dzo dーza －d5u dー50
ダ行 dーa －di 　　　／ －de －do 　　　／ 一句u ノ　　／
バ行 ・ba 一bi －bul －be －bo 一旬a 一旬Uu －bjo
パ行 一pa －pi －pm －pe －pO －pia 一由Uは ．●
直音
清音：みやあ，ミヤオ族，脈，ミヤスコアスキー
撥音：ミャンマー
促 音 に続 く直 音 促 音 に続 く才幼者
力 行 －kki kーktu kーke －kko －kkja －kkjuは －kkjo
サ 行 －SSa －JJi －SSIH －SSe SーSO －JJa JーJu JJo
タ行 tーta 廿甘i －tStSuJ 一tte tーtO 耳 げa 一灯げUは －すげ0
ナ 行 －nna 一通 －nnuI －nne 一nnO ‾m a 一皿押∬ －Jl♪0
ハ 行 hーha －GCi 一郎 ul －hhe hーho －GCa －GCUu －GGO
マ行 －mma 一mmi －mmUl －mme 一mmO 一m両 a mーIl町田 一m両 0
ヤ行－ja 　　　／ －jtH 　　　／ jo 　　　／ 　　　／ 　　　／ラ行 －r【a 一℃【i －trul 一亡【e 一℃【0 一雨 a －tdu －rdoガ gga －ggi ggl∬ －gge 一ggO －ggja －ggjlH －ggjo
ザ行 dーzdZa －d5d3i －dzdzu －dzdze 一dzdzo －d5d5a 一d5d3UJ －d3d30
ダ行 dーa 　　　／ 　　　／ －de 一do 　　　／ －d軸uバ行 －bba 一bbi bーbtu －bbe －bbo －bbja bー域u －bbjo
パ行 －ppa pーpi pーPtu lpPe 一ppO －pp＿ia pーPiu pーpjo
促音に続く直音：脈管
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